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◆特定非営利活動法人　 日本分子生物学会　 第 2 4 期第 2 回（ 臨時） 理事会記録

日　 時： 2025 年 8 月 6 日㈬ 15： 00～17： 00
場　 所： オンラ イン開催（ Zoom）

出席者：  木村　 宏（ 理事長）、 倉永英里奈（ 副理事長）、

後藤由季子（ 副理事長）、阿形清和、五十嵐和彦、

石谷　 太、上村　 匡（ Genes to Cells 編集長兼）、

大谷直子、 鐘巻将人、 近藤　 滋、 斎藤通紀、 佐

田亜衣子、 塩見美喜子、 高橋淑子、 中島欽一、

中西　 真、 中山敬一、 中山潤一（ 広報幹事兼）、

二階堂愛、 濡木　 理、 東山哲也、 三浦恭子、 三

浦正幸、 山本　 卓、 井関祥子（ 監事）、 塩見春

彦（ 監事）、岩崎由香（ 庶務幹事）、中川真一（ 庶

務幹事）、 稲田利文（ 会計幹事 / 2028 年会長）、

深川竜郎（ 編集幹事）、 岡田由紀（ 国際化担当

幹事）、 小林武彦（ 2025 年会長）、 以上 32 名

委任状：  粂　 昭苑、 胡桃坂仁志、 林　 克彦、 原　 英二、

吉森　 保、 水島　 昇（ 2026 年会長）、 杉本亜砂

子（ 2027 年会長）、 以上 7 名

欠席者： 石黒啓一郎

事務局：  並木孝憲（ 記録）、 金子香奈里、 丸山　 謹、 山

口恵子

本理事会成立について：

　 中川真一庶務幹事よ り 、 理事 24 名、 監事 2 名、 幹

事 5 名、 年会長 1 名が出席し、 委任状 5 名（ 理事） を

受理しており 、 本理事会は細則第 4 章第 8 条によ り 成

立する旨報告さ れた。

議事録署名人の選任について：

　 定款の規定に従い、 議事録署名人と して大谷直子理

事と 東山哲也理事が選任さ れた。

議　 事：

１ ． 報告事項

１ ） ホームページリ ニューアル

　 中山潤一広報幹事より 、 今期への申し送り と さ れ

ていた学会ホームページリ ニューアルについて進捗

の報告がなさ れた。 ユーザーが求めている情報へス

ムーズにたどり 着けるよ う 、 ト ッ プページをシンプ

ルでわかり やすいデザインと する。

２ ） 定期預金の一部組み替え

　 稲田利文会計幹事よ り 、 2024 年 11 月の合同理事

会における決定を受け、 本学会の定期預金（ 流動資

産） のう ち 5,000 万円を特約付自由金利型定期預金

の 5 年も のへ組み替えたこ と が報告さ れた。（ 参考：

約定日の適用利率によると 、 満期時の利息手取り 額

は約 175 万円と なる ）

３ ） Genes to Cells について

　 深川竜郎編集幹事よ り 、 Genes to Cells に関する

直近の動向と 課題について報告がなさ れた。 ジャー

ナルの投稿数は堅調であり 、 Paper Mill は減少傾向

にある。 その一方で、 昨年の投稿サイ ト に続き リ

ニューアルが実施さ れた査読サイ ト において、 いく

つかの不具合解消に時間を要しているこ と から 、 こ

の点について Wiley へ改善要求をし ている。 また、

本誌の投稿料が無料であるこ と 、 即時 OA と する際

の APC や会員割引を会員に継続周知し ている こ と

などが報告さ れた。

　 次いで上村匡編集長よ り 、 木村宏理事長、 深川編

集幹事、 学会事務局（ 並木） と で Genes to Cells に

関する 意見交換を行ったこ と が報告さ れた。 APC
高騰や生成 AI 導入、 若年層の減少など、 科学界に

は多く の課題が散見し ており 、「 激動の時代を生き

抜く ジャーナル」 にしていく ためにも 、新しい読者・

投稿者を開拓する企画をはじめ、 編集委員の入れ替

えも予定さ れている。

４ ） 生物物理学会と の連携

　 水島昇第 49 回年会長に代わり 、 BMB2026（ 第

49 回日本分子生物学会年会・ 第 99 回日本生化学会

大会 合同大会） の東山哲也庶務幹事 / プログラ ム

副委員長よ り 、 BMB2026 組織委員会において生物

物理学会と の連携を決定したこ と が報告さ れた。 本

年会は生化学会と の合同開催（ BMB） であり 、 3
学会の間で覚書を取り 交わすこ と になる 。 分生・ 生

化の会員は生物物理学会へ入会するこ と なく 、 2026
年の生物物理学会年会（ 韓国で開催） に参加・ 発表

でき、 また同様に、 生物物理学会の会員は分生・ 生

化の会員と 同等の資格で BMB2026 に参加・ 発表で

きるこ と が、 その他いく つかの資格要件と 合わせて

説明さ れた。

　 なお、 BMB2026 のプロ グラ ム集に関し ては、 分

子生物学会と 生化学会で取り 扱い方法に違いがある

ため、 両学会の会員が同じよ う にプログラム情報へ

アク セスできるよ う にする方針であるこ と が報告さ

れた。

２ ． 審議事項

１ ） 学会資料の電子化

　 昨年の合同理事会において杉本亜砂子第 50 回

（ 2027 年）年会長より「 第 50 回記念企画については、

例えば昔の学会資料（ 年会プログラ ム・ 要旨集や学

会の会報など） を使って何かできないかと 思案して
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いる。」 と いった計画が述べられていた。

　 そこ で第 24 期執行部は、 こ れら の資料の中に電

子化さ れていないも のがあるこ と をふまえ、 分子生

物学会が創立 50 周年を迎えるにあたって、 まずは

本学会の活動が記録さ れた会報のバッ ク ナンバーか

ら 電子化に着手するこ と と した。 こ の方針と それに

伴う 予算に関して倉永英里奈副理事長より 説明があ

り 、 理事会で承認さ れた。

　 なお、 年会プログラムや要旨集の電子化について

は今年の定例理事会での検討を予定している。

２ ） 国際関係予算について

・  岡田由紀国際化担当幹事よ り 、 EMBO リ ーダー

シッ プコース開催に関する予算案の説明がなさ れ

た。 本プロ グラ ムは、 その開催準備や運営調整

を担う 「 次世代リ ーダー育成ワ ーキンググルー

プ（ WG 長： 平谷伊智朗氏）」 をキャ リ アパス委

員会内に設置し、 分子生物学会の新たな事業と す

るこ と がメ ールによる持ち回り 審議を経て理事会

の合意が得ら れている 。 今回の WG 提案は、 令

和 7 年度予算に計上さ れている国際関係予算（ 350
万円） のう ち、 50 万円を本プロ グラ ムの開催補

助金に充てるこ と を求める も のである。 ただし、

EMBO の講師がスケジュ ールの都合で参加でき

ない場合には、 EMBO Japan Branch の講師等に

よる代替プログラ ムを実施する可能性も 示さ れて

いる。 ま た、 準備状況によ っては、 当該補助金

50 万円を年度内に執行せず、 次年度予算に同様

の科目を設定し、 本プログラ ムの開催費用と する

措置を含め、 理事会で異議なく 承認さ れた。

・  続いて、第 48 回横浜年会で導入予定の「 ポケト ー

ク カンファ レンス 」 に関し 、 本年会の組織委員で

もある倉永副理事長よ り 、 同サービス導入にかか

る費用の一部を国際関係予算から 支援するこ と に

ついて執行部での検討経緯が報告さ れた。 同サー

ビス は AI を活用し た同時通訳サービス であり 、

登壇者の発言内容がリ アルタイムで翻訳さ れ、 参

加者のスマート フォンに文字表示さ れる仕組みで

ある。 日本人参加者が多い分子生物学会の年会に

おいて、 会員への還元と いう 観点では英語から日

本語への翻訳に潜在的なニーズがあるも のと 思わ

れる。 その一方で、 日本語を英語へ翻訳するこ と

によ って、 日本語を母語と し ない参加者がセッ

ショ ンに参加しやすく なり 、 英語でのよ り 深い議

論に発展する期待も感じられる。 こ の両面から執

行部で検討を重ね、 導入するセッ ショ ン範囲と 費

用感、 言語別講演枠数や費用から なる 5 つの異な

るタイプが提示さ れた。

　  続いて小林武彦第 48 回年会長より 、「 ポケト ーク

カンファ レンス 」 の導入を決めた背景が説明さ れ

た。 分子生物学会年会は生命科学の様々な分野か

ら研究者が一堂に会するこ と がひと つの大きな魅

力であり 、 こ う した多様性を活かすためにも 、 進

化し続けるテク ノ ロジーを積極的に取り 入れるこ

と で、 議論の量を増やし、 知識の質を上げていく

一助になるのではないかと 考えた。 現在の年会予

算を勘案し 、 本サービスの導入費用を可能な範囲

で支援いただきたいと の旨が伝えられた。

　  自由討論では「 ツールと し て認知さ れる こ と で、

英語のセッ ショ ンを敬遠していた参加者の動機付

けになる． AI による自動翻訳であり 、情報セキュ

リ ティ 、 特にサード パーティ エンジンが音声デー

タを処理後に削除するこ と など、 発表者への説明

が必要ではないか． 学会や企業等での使用実績お

よび組織委員会での使用感からすると 有用なサー

ビスと 思われるが、 安価なものと は言い難い． 翻

訳精度は向上しているものの、 本年会では初めて

の導入と なるので大規模ではない範囲と するのが

よいのではないか．」 など多く の意見が交わさ れ

た。 討論の後、 中川庶務幹事の進行のも と 、 議事

に出席し ていた理事（ 23 名） によ る 採決が行わ

れた。

　 　 ・  本サービスの導入を支援するこ と について（ 1
回目）

　 　 　 　  支援しない： 4票、100万円を支援する： 11票、

200 万円を支援する： 6 票、 白票： 2 票

　 　 ・  支援する金額について（ 2 回目）

　 　 　 　  100 万円： 17 票、 200 万円： 5 票、 白票： 1 票

　 採決の結果、第 48 回年会の「 ポケト ーク カンファ

レンス 」 導入支援金と して 100 万円を補助するこ と

と なった。 従来の本部補助金 500 万円にこ の 100 万

円を加え、 令和 8 年度予算において計 600 万円を補

助する。

３ ） 年度会費の改定について

　 冒頭で事務局よ り 会員現況について説明がなさ れ

た後、 木村理事長より 今回の年度会費改定の趣旨が

述べら れた。 まず、 改定を目指すに至った最大の理

由は、 物価高などの影響で生活費の負担が大き く

なっている学生の年度会費を今よ り 抑える必要があ

ると いう 判断である。 また、 来年の年会が生化学会

と の合同開催であり 、 生物物理学会と の連携も 2 年

目と なる （ 生物物理学会の会員は、 分子生物学会あ

る いは生化学会へ入会する こ と なく 、 BMB2026 に

会員区分で参加・ 発表が可能）。 生化学会と 生物物

理学会では入会初年度にかかる学生会員の費用負担

が分子生物学会よ り 安価に抑えら れているため、 本

学会への入会者が減少してしまう おそれがあるこ と
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が指摘さ れていた。 そこ で、 生物系の多く の学会で

数千円の学生会費が設定さ れている状況も ふまえ、

執行部において、 学会の会費収入総額が均衡を保て

る範囲での試算を重ね、以下の改定案が提出さ れた。

会員種別 入会金 年度会費

・  学生会員 1,000 円（ 変更なし ） 3,000 円 → 1,000 円

  （ 初年度は 0 円）

・  正会員 1,000 円（ 変更なし ） 6,500 円 → 7,500 円

　 具体的には、 学生会員の年度会費を現在の 3,000
円から 1,000 円に変更、 ただし新入会の際には入会

金 1,000 円がかかるため初年度会費を 0 円と し て入

会金だけ申し受けるこ と と し 、 学生会員の費用負担

は年 1,000 円と する 。 他方、正会員には現在の 6,500
円から 7,500 円に年 1,000 円の負担増をお願いする

も のである。 なお、 正会員と 同額の年度会費が設定

さ れている次世代教育会員にも 同様の負担増をお願

いするが、 シニア会員の 3,000 円と 賛助会員の一口

40,000 円は据え置きの案と なっている。

　 木村理事長からの詳細説明を受け、 出席理事より

次のよ う な意見が出さ れた。「 人口減少や物価上昇

を考えれば、 年度会費は上げざるを得ない． 学生以

外の会員に支えても ら う こ と になるので、 負担増は

最小限に抑えたい． 年会の参加登録費が他学会に比

べ安価なので、 全体と してはバランスが取れている

のではないか．」。 意見交換の後、 議事に出席してい

た理事（ 22 名） による採決が行われた。

　 ・  年度会費の改定（ 執行部案） について

　 　 賛成： 21 票、 反対： 1 票、 白票： 0 票

　 採決の結果、 年度会費の改定案は理事会で承認さ

れ、 臨時総会に諮られるこ と と なった。 続いて、 本

改定案にも と づいた法人細則の改正案が理事会に諮

ら れ、 承認さ れた。

　 最後に、 木村理事長より 出席者へ謝意が伝えられ

た。 また、 日本の研究力強化を目的と した科研費増

額に向けた国への要望活動について、 その進捗状況

が共有さ れ、 今後も理事各位の継続的な協力と 理解

が求められた。

　 上記、 第 24 期第 2 回（ 臨時） 理事会の議決およ び確

認事項を明確にするため、 こ の議事録を作成し、 議事録

署名人はこ こ に記名する。

2025 年 8 月 6 日

特定非営利活動法人 日本分子生物学会

第 24 期第 2 回（ 臨時） 理事会

議　 　 　 　 長　 　 木　 村　 　 　 宏

議事録署名人　 　 大　 谷　 直　 子

　 　 　 議事録署名人　 　 東　 山　 哲　 也


